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自動運転時代の“次世代のＩＴＳ通信”研究会（第９回） 

議事要旨 

 

1. 日時 

 令和６年６月25日（火）16：00～17:05 

 

2. 開催方法 

 WEB会議による開催 

 

3. 出席者（敬称略） 

構成員： 

森川博之（東京大学大学院 工学系研究科 教授）、小花貞夫（電気通信大学  

学長特別補佐）、市川泰史（楽天モバイル（株） 電波部 副部長）、岩下洋平

（(一社)日本自動車工業会 エレクトロニクス部会 スマートシステム分科会長

（マツダ（株） R＆D戦略企画本部 開発調査部 上席研究員））、大崎雅典

（（株）テレビ東京 テック運営局 局次長 兼コンテンツ技術センター長）（（一社）

日本民間放送連盟 技術委員会 テレビ周波数WG 委員））、大山りか（（株）ON 

BOARD 代表取締役）、小山敏（（国研）情報通信研究機構 イノベーション推進

部門 標準化推進室 参事）、加藤正美（京セラ（株） 研究開発本部 システム

研究開発統括部 ITS関連研究開発部 ビジネス推進部 戦略企画課）、川西直

毅（KDDI（株） 技術企画本部 電波部 部長）（代理：北辻様）、木俣亮人（(一社)

日本自動車工業会 エレクトロニクス部会 協調領域活動検討WG 主査（（株）

本田技術研究所 先進技術研究所 チーフエンジニア））、木村聡 （日本電気

（株） クロスインダストリー企画統括部 シニアプロフェッショナル）、佐野弘和

（ソフトバンク（株） 渉外本部 電波政策統括室 電波企画部 部長）（代理：長津

様）、重野寛（慶應義塾大学 理工学部情報工学科 教授（ITS情報通信システ

ム推進会議 高度化専門委員会 委員長））、城田雅一（クアルコムジャパン

（同） 標準化本部長）（代理：篠澤様）、菅沼英明（(一社)日本自動車工業会 エ

レクトロニクス部会 スマートシステム分科会 副分科会長（トヨタ自動車（株） 情

報通信企画部 ITS推進室 主幹））、舘健造（（一財）道路交通情報通信システ
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ムセンター システム運用部 部長）、津田喜秋（三菱電機株式会社 鎌倉製作

所 ITシステム部 空間情報システム課 (ITS情報通信システム推進会議 ITS

プラットフォームWG 主査)）、中岡謙（パナソニック オートモーティブシステムズ

（株） 車載システムズ事業部 安全・安心システムズビジネスユニット 第二商

品開発部 開発三課 課長）、中村順一（東芝インフラシステムズ（株） 社会シ

ステム事業部 道路ソリューション技術第二部 上席参与）、中村武宏（NTTドコ

モ（株） R＆Dイノベーション本部 チーフスタンダーダイゼーションオフィサー）

（代理：徳安様）、浜口雅春（沖電気工業（株） 技術本部 先行開発センター セ

ンター長（ITS情報通信システム推進会議 高度化専門委員会 無線方式検討

TG 主査））、袋秀樹（（株）デンソー セーフティ通信コンポーネント技術部第２技

術室 上級キャリアエキスパート）、藤本浩（(一社)日本自動車工業会 エレクト

ロニクス部会 移動体通信分科会長（日産自動車（株） AD/ADAS先行技術開

発部 戦略企画グループ））、山本昭雄（（特非）ITS Japan 専務理事）（代理：白

土様） 

 

オブザーバー： 

デジタル庁 国民向けサービスグループモビリティ班、内閣府 科学技術・イノベ

ーション推進事務局 SIPスマートモビリティPF、警察庁 交通局交通企画課自動

運転企画室及び交通規制課、経済産業省 製造産業局自動車課モビリティDX

室、国土交通省 道路局道路交通管理課高度道路交通システム（ITS）推進室、

国土交通省 物流・自動車局技術・環境政策課 

 

総務省： 

今川総合通信基盤局長、荻原電波部長、中村電波政策課長、増子新世代移動

通信システム推進室長 

 

4. 配布資料 

資料９－１    自動運転インフラ検討体制 

資料９－２    自動運転時代の“次世代のITS通信”研究会（第二期） 

中間とりまとめ 概要（案） 
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資料９－３    自動運転時代の“次世代のITS通信”研究会（第二期） 

中間とりまとめ（案） 

資料９－４    今後のスケジュール 

参考資料９－１ 自動運転時代の“次世代のITS通信”研究会（第８回）議事要旨 

 

5. 議事要旨 

 １． 開会 

 

２． 議事 

（１）「自動運転インフラ検討会」について 

資料９－１に基づいて事務局から説明が行われた。 

 

 （２）中間とりまとめ（案）について 

資料９－２から資料９－４までに基づいて事務局から説明が行われた。 

 

 （３）意見交換 

構成員などからのコメント・質疑応答は以下のとおり。 

【国土交通省 北城課長補佐】 

自動運転インフラ検討会については、総務省、警察庁とともに３省庁で事務局

を担当させていただくが、連携しながら、インフラ関係の議論に取り組んでいきた

いと考えている。よろしくお願いしたい。 

 

【警察庁 酒井専門官】 

自動運転インフラ検討会に関して、警察庁としては、これまでＳＩＰの枠組み等

で行ってきた検討を踏まえて、信号情報の提供体制の実現スキームや、事業者

が信号情報を提供する場合の役割等について検討していきたいと考えている。 

特に、Ｖ２Ｉの方式での提供に関して、ＩＴＳ用の電波の利用拡大について検討

する必要があるため、総務省と連携して進めたいと考えているので、よろしくお

願いしたい。 
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【市川構成員】 

事務局の短期間での取りまとめに感謝する。また、中間取りまとめ（案）の内

容に賛同する。 

ロードマップにも記載されていたとおり、次世代ＩＴＳの通信の実現には時間を

要する認識でいるが、今日説明いただいた政府目標に基づいて、引き続き検討

していきたい。 

今後の取組について２点コメントする。 

１点目、近々ではＶ２Ｎ通信の実証実験に協力し、実証実験で得られた測定

結果に基づいて、遠隔監視などに向けた検討を進めたいと考えている。 

 ２点目は将来的な点だが、報告書（案）に書かれているとおり、ＩＴＳフォーラム

のＲＣ－０１７に記載されているような遠隔運転以外も含めた広域通信や即応性

が求められないＶ２Ｎについても、Ｖ２Ｘ通信とＶ２Ｎ通信の連携等を含め、先読

み情報提供等のユースケースによって適材適所で利用できるように検討してい

きたいと考えている。 

 

【岩下構成員】 

取りまとめに感謝する。取りまとめ案の内容については賛同する。 

前回の発言と重複するが、特に今後は、自動運転だけではなく安全運転支援

にも広くＶ２Ｘ通信、Ｖ２Ｎ通信を使っていくべきだと思うので、それを進めていき

たいのはもちろんだが、実際は、本研究会の主題や、冒頭に説明のあった自動

運転インフラ検討会における検討内容に鑑みると、どちらかというと自動運転と

いうアプリケーションを念頭に議論が進むと考える。 

その議論の中で、通信方式のロードマップを見直していくことになると思われ

るところ、その際に、ＳＩＰの中では議論されているが、いま一度、インフラ協調に

よる自動運転における車とインフラの役割分担や連携がどうあるべきか、大上段

の議論をしっかりと見定めた上で、通信がどうあるべきかについて議論できれば

と思っており、自工会としても積極的に協力していきたいと考えている。 

 

【大崎構成員】 

まずは中間取りまとめに感謝する。放送事業者としての意見も反映していただ
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いたと思っており、基本的に賛同する。 

報告書（案）について２点、改めてのお願いさせていただく。 

１点目、「３.１.１ 実証・検証環境整備をはじめとする機器開発を促進するため

の体制・方策」において、実用化に向けての実験試験局の免許交付までの手続

の迅速化、円滑化を図るという点について、実験試験局の既存無線局の免許人

として負荷が減る点には賛同するが、その手続のための技術的検討はしっかり

と行っていただきたいと考えている旨、改めて申し上げる。 

２点目、「３.２ 放送事業用無線局の周波数移行促進策の具体化」について、

周波数移行の方策自体はまだ検討に着手したばかりという認識のため、引き続

き、コストや業務負荷、機器類等のリードタイム等、放送事業者の地域ごとの事

情に配慮していただきながら、移行を実現するようにお願いしたい。 

放送事業者としては、今後周波数移行を行っていく立場として、周波数有効利

用の観点からも、自動運転の社会実装において持続可能なシステムの構築が

できればよいと思っている。 

 

【大山構成員】 

中間取りまとめに感謝する。事務局の取りまとめ案に賛同する。 

私は物流のスタートアップにいたこともあり、物流の人手不足といった課題は

とても重要だと思っているため、今回の高速道路におけるトラックの自動車運転

実証などにはとても期待している。 

また、３省庁の自動運転インフラ検討会の議論が始まるとのことで、多様なス

テークホルダーにおいて議論していただき、インフラの機能を整理していただけ

ると良いと思っている。その際には、ステークホルダーの中に事業を行う人々を

入れていただき、広く意見を収集してほしい。事業視点で考えると、ツルハシビジ

ネスではないが、周辺領域で新たな市場ができると考えられる。多くの関係者が

様々な視点を築き、考え抜いたうえで、皆さんで市場を盛り上げてほしいと期待

している。 

 

【小山構成員】 

第２期の中間取りまとめ（案）を作成していただき、大変感謝する。取りまとめ
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（案）について、今回は特にコメントはない。 

アメリカではＦＣＣが、１９９９年に５.９GHｚ帯において割当て済みだったＩＴＳ周

波数帯域を７０MHｚから３０MHｚに縮小させ、通信方式もＤＳＲＣからＣ－Ｖ２Ｘに

限定すると決めたわけだが、これから５.９GHｚ帯の上下に位置する隣接周波数

帯域における業務との干渉検討を行うという状況で、かなり初期の段階にあると

の情報もあり、実用化までにかなり時間を要するものと想像している。 

欧州では、５.９GHｚ帯においてＩＴＳ用に７０MHｚを割り当てているということで、

既にC-RoadsとＣar２Ｃar Communication Consortium との連携によるドイツ、オ

ーストリア、チェコなどの高速道路でのＶ２Ｘ通信の実用化が始まっている。欧州

では、今のところ大きな問題はないという状況のようである。 

これからも欧米の５.９GHｚ帯の動向をしっかりと把握しつつ、日本が、これから

実用化を目指す５.９GHｚ帯Ｖ２Ｘ通信システムにおいて国際的な調和によるリー

ダーシップが取れるように、官民一体となって展開を進めていただきたい。 

 

【加藤構成員】 

中間取りまとめ（案）の作成、説明に感謝する。中間取りまとめ（案）について

は賛同する。 

１つ目の論点、「ユースケースの深掘り、通信方式／拡張方策の検討」に関し

て、５.９GHｚ帯Ｖ２Ｘ通信と７６０MHｚ帯等の既存のＩＴＳ無線やＶ２Ｎ通信との最適

な組合せの検討をぜひ前に進めていただきたいと思っている。また、ユースケー

スの深掘りに関しては、普及拡大のシナリオも意識して、高速道路から一般道

への展開、サービスカーからオーナーカーへの展開、自動運転だけでなく一般

車への安全支援にも使えるようにするなど、普及拡大のシナリオやロードマップ

を意識して検討を進めていただくのがよいと思っている。 

さらに、今回紹介のあった自動運転インフラ検討会において、３省庁が連携し

て検討を前に進めていただけるということに大変期待をしている。自動運転の社

会実装に向けて、技術的な課題だけでなく、法制度的な課題等も含めて、様々

な課題解決を前に進めていただけるものと期待しているので、よろしくお願いし

たい。 
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【川西構成員（代理：北辻様）】 

弊社としては、この中間取りまとめ案に賛同する。 

弊社も実証実験等には協力していきたいと考えており、弊社の場合、特にＶ

２Ｎにおいて担う部分が大きいと思っている。５Ｇ ＳＡのインフラ整備について積

極的に取り組んでいきたいと思っており、現状インフラ整備の予算措置なども対

応いただき感謝している。 

将来、もし東北や九州等全国的に広げる場合も、予算措置等また相談させて

いただくこともあると思うが、ぜひインフラ整備については積極的に取り組んでい

きたいと考えている。 

 

【木俣構成員】 

中間取りまとめ（案）の整理、説明に感謝する。自工会からのコメントについて

も取りまとめ（案）に盛り込んでいただき、感謝する。内容につきまして賛同する。 

 研究会を通して、通信方式やＶ２Ｘ、Ｖ２Ｎの役割の方向性が示されたと考えて

いる。今後はより具体的な提供サービスや通信の担う役割等が検討されていく

ことと思う。 

まずは、自動運転のユースケースにおいて検討が進むと理解しているが、先

ほどもあったとおり、普及拡大を考慮して、安全領域への活用等も想定して検討

を進めていただければと考えている。多くのステークホルダーと関連省庁が連携

して、広く世の中に有益なものとなるように、さらに取組が進むことも期待してい

る。自工会としてもお役に立てればと考えている。 

 

【木村構成員】 

中間取りまとめ（案）については、６月６日の研究会の議論の結果を反映いた

だいた内容だと認識している。内容については異論ない。 

論点１から３については、取組課題がより明確化され、また、３省庁による自

動運転インフラ検討会の設置による取組など、役割分担がよりはっきりしたのだ

と認識している。 

論点４については、まだまだ今後の実装に向けた課題を明らかにしていくこと、

まだ議論すべきことが残っていると考えている。必要に応じて、この研究会の場
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で議論が継続できればよいと考えている。 

 

【佐野構成員（代理：長津様）】 

中間取りまとめ（案）の作成に感謝する。弊社としても内容に関しては賛同す

る。 

弊社からのコメントとしては、中間取りまとめ（案）の中の特に３.１.２章に関して、

Ｖ２Ｖ、Ｖ２Ｉ、Ｖ２Ｎと用途によって通信を分けている点に関して、ユースケース、

安全性、通信の適性だけでなく、国際協調、標準化の観点で、また今後議論が

必要かと考えている。 

特に標準化に関しては、自動運転を広げていくためのエコシステムの構築や、

実用化普及のために必要不可欠であると考えている。これらについても日本が

適宜リードしていけるようなことも見据えていければと思う。 

また、本日冒頭で紹介のあった自動運転インフラ検討会に関して、日本国内

での議論がより活発に進んでいくことを私としても期待している。 

 

【重野構成員】 

本日は第２期中間の取りまとめ案等の説明、取りまとめに感謝する。中間取り

まとめ（案）には賛同する。 

本研究会のこれまでの議論を通して、最後にまとめていただいた論点につい

ては、より明確に、あるいは深く議論ができたのではないかと思うと同時に、議論

を通しながらも、並行して実質的な進歩が大分進んだなという感想を持っている。 

今後の取組に関しては、これから、まさにアーリーハーベストに関連して実証

実験が行われるというところで、通信に関しては、Ｖ２Ｘ通信に関しては７６０MHｚ、

５.８GHｚ、５.９GHｚをしっかり評価検証していくというフェーズに入っていくと思うの

で、引き続き技術的な検討を進める必要があるという認識である。 

また、自動運転をどのようにサポートしていくのか、あるいはもっと様々なユー

スケースもある中で、それらを含めて、大きな全体像の中で、今申し上げたよう

なＶ２Ｘ通信をどのように使っていくのか、あるいはＶ２Ｎ通信とどう連携させてい

くのか、最適な組合せがあるのかといったことに関しても引き続き議論が必要と

思われる。 
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通信の議論もあるし、また、大きなアピールとして、関係者の方々と議論する

ことも必要になってくるかと思うで、引き続きこのような検討が進むことを期待し

ている。 

 

【城田構成員（代理：篠澤様）】 

第２期中間とりまとめ案の内容について、当社としても賛同する。明確な道筋

をつけていただいた森川先生、事務局、関係者皆様の御尽力に感謝申し上げた

いと思っている。 

 また、３省庁連携の自動運転インフラ検討会の開催という非常に大きな動きが

出てきたことを当社としては歓迎したいと考えている。取り上げられている検討

課題はいずれも不可欠な内容であり、国際的な動向との協調といった視点も含

め、検討が今後さらに活性化していくことを期待したいと考えている。 

 報告書の内容や、自動運転インフラ検討会からのアウトプットをしっかりと実行

し、政府目標の達成に向けて進展していくことができるよう、当社としても貢献し

ていければと考えている。 

 

【菅沼構成員】 

第２期中間取りまとめ案について感謝する。内容に関しては、前回同様、異論

ない。 

その上で、今後に関して、前回に続いて１点コメントさせていただく。まず、そも

そもどういった社会を実現したいのか、その中で周波数や電波特性も踏まえて、

通信をどのように使っていったらよいのかということを関係者でしっかり共有する

ところから始めたいというのは前回お話しさせていただいたとおりである。本日は

その先の議論を進めるために１点コメントさせていただく。 

それは、今後、要件というものが非常に重要になってくるという点である。最初

に総務省から紹介のあった自動運転インフラの検討会についても当てはまると

思うが、自動運転でいうなら、自律の限界や、通信を使ったサービスへの期待な

どから、例えば自工会としてもなかなか要件定められずに検討が遅れてしまうと

いう面があるかと思う。これは前回、藤本構成員も少し触れていたかと思う。 

そういった中で、要件をある程度仮置きしながら議論を進めることになると思う
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が、話をしていると、その要件は簡単に変わっていってしまうことがこれまで多か

った。 

分かりやすい例で言うと、通信の遅延があるが、それが本当に正しいかどうか

は置いておいて、仮に３００ｍｓと数字を定めた場合、その数字に対して、例えば

「ネットワークの能力面から限界なので、５００ｍｓにならないですか」といった議

論が簡単に起こってくるのがこれまでの方法だった。そうすると、何のために要

件を定めて検討しているのか分からないし、今ある要件を持ってきて成り立つの

であれば、それでやればいいという話になってしまうので、こういった場面におい

ては要件を重視した議論が必要だと思っている。 

似たような話で、セキュリティーもあるが、こちらは逆に、例えば車のデータを

１つ書き換えたからといって、いわゆる乗っ取られるような状況になることはまず

なく、１つのセンサーが故障したといったフェールモードに入るのが一般的かと思

う。多くの自動車メーカーの車がそう作られているかと思う。では、そういったとき

のセキュリティーはどのレベルで定めるべきか、といった議論はあんまりないま

まに、セキュリティー技術にはこういうものがあるからということで話が進められ

ているような状況に思われる。 

日本においては、こういった点について、しっかり要件をベースとした議論をし

た上で仕組みをつくっていくことが重要かなと思っている。これは別に車に限らず、

自転車であっても鉄道であっても全て共通かなと思っているので、今後そういっ

た議論が一緒にできると良いと思っている。 

 

【舘構成員】 

中間取りまとめ案について感謝する。内容に賛同する。 

私のほうからは、中間取りまとめ案の「３.１ ５.９GHｚ帯Ｖ２Ｘ通信システムの

実用化に向けた方策」にも書かれているが、２０２４年度に新東名高速道路にお

いてレベル４の自動運転トラックの実証実験が始まるというところで、現実解とし

て、この実証実験の実施に当たっては、ＩＴＳフォーラムと密に連携していただき、

データ取得を着実に行っていただいたうえで、検討を加速していただければと考

える。 

 そして、今、菅沼構成員からもあったとおり、サイバーセキュリティーの対策に
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ついても並行して検討が必要だと感じている。 

今後に向けては、自動運転インフラ検討会の体制の中にも入れていただいて

いるので、引き続き協力をしていきたいと思う。よろしくお願いしたい。 

 

【津田構成員】 

中間取りまとめ（案）に合意する。理論のみではなく、実証検証を進めていくこ

とは重要と考えている。新東名高速道路における自動運転トラック実証実験に

関しては、弊社はトラック側の無線機を担当しており、ここで得られた結果を本論

点の中に出てくる５.９GHｚ帯Ｖ２Ｘ通信に係る検討において、既存のＩＴＳ、ＤＳＲＣ、

ＩＴＳスポットや、ＩＴＳ無線の結果等も踏まえながら、どうあるべきか提案させてい

ただきたいと考えている次第である。 

 

【中岡構成員】 

本日は研究会第２期の中間取りまとめ（案）の提示に感謝する。内容について

は賛同させていただきたいと思う。 

先ほども少し発言があったが、論点４の導入に向けた将来の課題、その他推

進方策の議論として、セキュリティー対策についても記載されている。セキュリテ

ィー対策実現のためには、当然セキュリティー方式そのものの検討も必要だが、

海外での議論を見ていると、通信方式を踏まえての検討が必要な部分もあるか

と思っている。 

例えば、海外で使われている公開鍵方式を採用するとした場合、インフラ側の

セキュリティーの電子署名や、無線機の車載キーを無効にするリボケーションリ

ストの配信に必要な通信帯域や、Ｖ２Ｉを利用してこういったセキュリティー情報を

配信するのかなど、通信方式を踏まえての検討が必要な部分というのが当然あ

ると思う。セキュリティー実現のためにどういった検討が必要か、将来とは言いつ

つも、早いうちにそういった議論を開始していただければと思う。 

 

【中村（順）構成員】 

前回の議論も踏まえた内容が中間取りまとめ（案）の本文に入っているので、

賛同する。 
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その上で１つ、今後検討していったほうがよいのではないかという点だが、先

回議事録の中で事務局から、既存の無線局に影響を与えないようにすることが

重要であるという、干渉回避という文脈から、Ｖ２Ｖのシステムはつくり方によって

はどこでも発信できるが、Ｖ２Ｉとのやり取りをした後、数秒間だけ使えるといった

規制をかけることも可能といった発言があったと思う。 

干渉回避の観点ではとても重要だが、と同時に、ユースケースについて非常

に大きな制限をかける可能性もあり、また、インフラを建てる場所等についても

様々なことを考慮しなければならない部分が出てくるのではないかと思う。その

ため、今後の検討として、こういった干渉回避の観点とユースケースの観点を両

方にらみながら検討していくのが良いのではないかということをコメントとして上

げておきたいと思う。 

 

【中村（武）構成員（代理：徳安様）】 

第２期中間取りまとめ（案）の作成に感謝する。弊社としても賛同する。 

２点コメントさせていただく。まず、３.１.１章に記載されている、実験試験局の

免許交付までの手続の迅速化、円滑化について、検討を加速していくためには

必要なことだと思っているし、これによって実験が進んでいくのであれば、大いに

活用できる営みだと思っているので、記載していただき感謝する。 

また、３.３章に記載されているＶ２Ｎ通信の実証については、弊社としても全面

的に協力させていただきたいと考えている。こちらも少しでも早く検討が進められ

ればと考えている。 

最後に、自動運転インフラ検討会についても、非常に興味を持っているし、大

いに期待しているので、ぜひ進めていただければと思う。 

 

【浜口構成員】 

今回の中間取りまとめ（案）の検討に感謝する。内容について賛同する。 

本研究会では、論点整理等もしっかりされて、非常に検討が進んだという印象

を持っている。さらに関係者の皆様による自動運転インフラ検討会が立ち上がる

ということで、大変期待しているところである。 

 また、これまで検討実用化されてきたＩＴＳ無線通信システムに加えて、５.９GHｚ
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帯Ｖ２Ｘ通信の実用化検討という新たなフェーズに移行したことで、インフラ協調

型自動運転向けのＩＴＳ通信の実用化に向けた議論が、さらに活発になることを

期待しているところである。 

さらに、実証実験の取組が各省庁連携した形で具体化したことも、社会実装

に向けて大きな進展と思っている。通信技術を検討するＩＴＳフォーラムの立場と

しても、実験成果についてしっかり検討に協力できればと考えている。 

今後も引き続き、皆様から出されたコメントや課題について、関係者と議論す

る場が設けられて、社会課題を解決するための自動運転の検討が進められれ

ばと考えている。 

 

【袋構成員】 

中間取りまとめ（案）の作成に感謝する。内容に関しましては賛同する。 

新たに自動運転インフラ検討会が始まるということで、ＥＴＣ２.０やＩＴＳコネクト

といったすでに提供が始まっているサービスを行っている方たちと一緒に議論を

していく中で、今のシステムの課題等が新しい通信メディアで解決できる部分が

出てくることを期待している。 

ＩＴＳの通信の議論ももちろん進めなければならないが、実際のユースケース

等の面でも議論が進み、実証実験だけでなく、その先の社会実装、そして現在

のサービスとの共存という観点で、社会実装の面でも議論が活発に進むことを

期待している。 

 

【藤本構成員】 

中間報告書案の取りまとめに感謝する。ＳDＶについても追記いただき、研究

会の外の情報を入れていただいたことをありがたく思っている。 

技術検討だけではなくて、今日も紹介があったように、社会実装を見据えたイ

ンフラシステムの在り方に関する検討会も同時に立ち上がることになってきてい

るので、そういった点についても自工会として様々に協力していきたいと思ってい

る。 

先ほど菅沼構成員の発言にもあったように、今後様々な検討の中で、要件や

機能限界といった話も含めて様々な課題が出てくるかと思う。技術の深掘り、ユ
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ースケースの深掘りは進めればよいと思っているが、今後、ユースケースの深掘

りを進める中で、一般の人々の社会的受容性を高める上で、「どのようなモビリ

ティ社会を目指しているからこのような検討をやっているのだ」といった追記や、

報告書の織り込みを、次の取りまとめでは少し意識して行っていただければとも

思っている。 

 

【山本構成員（代理：白土様）】 

非常に活発な議論が行われ、インプレッシブな会議に参加させていただき感

謝する。第２期取りまとめ案についてはITSジャパンとしても賛同させていただく。 

 また、今後の取組について、自動運転インフラ検討会等についても、ＩＴＳジャ

パンも関係機関等として引き続き参加させていただくので、引き続き議論させて

いただければと思う。 

その中で、各構成員からも指摘があったが、こういったシステムを今後実現し

ていくに当たって、第２期の検討の結果、実験の進め方といったことは大分具体

的に分かってきたという印象を持った。 

その一方で、取りまとめの中での指摘にもあったが、誰がどのように投資して

いくべきか、また、これからステークホルダーが多様化していく中で、自動運転だ

けではなく様々なシステムの目的によって、どういった方に負担していただくかと

いったことも実用化に向けた課題になってくるのではないかと思う。そういったこ

とも今後の検討会等で議論が進められれば良いと思っている。 

 

【小花座長代理】 

皆様、お疲れさまでした。 

皆様からの意見も多々出ているように、今回の取りまとめにつきましては、非

常に質が良くできたなと感心しているところである。取りまとめを行った総務省に

おいては御苦労さまでした。また、皆様が忌憚ない意見を沢山出してくださった

おかげだと思っているので、皆様に感謝申し上げたいと思っている次第である。 

これからが実は大事なところで、皆様、様々な意見があり、技術的な問題もそ

うだし、社会がどうやって受け入れていくのかというのも非常に大きな問題である。

技術を提供する人々、お金を出す人々、サービスを提供する人々、それを利用
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する人々、交通弱者のような普通に歩いている人々等、様々な側面のステーク

ホルダーも含めて議論をさらに深めていき、通信によりどれだけ良い社会を実現

できるのかということを何らかの形で検証しながら進められると良いと思っている。

これからの話なので、ぜひそういった議論を進められればと思っている。 

ちなみに、資料９－３について、気になっている点が１点ある。ソフトウエア・デ

ファインド・ビークル、これは検討されているし、これからもそういった話が動いて

いくのだろうということで、非常に大事なことだと思っていることは確かだが、これ

により拡張性の問題、機能の拡充に対する問題が全て解決するかというと、実

はそうとはならない。今の書き方のままでは、全部解決してしまうかのように読め

てしまう。なので、そこのところは誤解が起こらないように、言葉を付加していた

だければいいと思っている。 

例えば、皆様も経験されていると思われるパソコンに例えると、今主流になっ

ているＯＳはウインドウズ１１だが、恐らく、ウインドウズ７から１０にアップデートし

てこられた方が、それを１１にアップデートしようとすると、実は要件を満足せずア

ップデートできないというケースが多々ある。それはハードウエア要件等の様々

な要件があり、ソフトウエアを入れ替えるだけでは駄目だという場合が必ず出て

くる。そうすると、バージョンが幾つか並行して存在することになる。例えば、車で

いうと、これまでは１０年が精いっぱいだったのが今では１５年ぐらいまで平気で

乗れてしまう。そうすると、（同じ車に乗り続けている間に）何世代も技術が変わ

っていく可能性があり、そうしたときに幾つかのバージョンが出てしまうとなると、

うまく問題なく安全に通信できるようにするような仕組みってどうすればいいのと

いう点は考えていかなければならない。その意味で、ソフトウエア・デファインド・

ビークルが出てくれば拡張性に関しては全てが解決するかというと、そうではな

いということを皆様にも自覚いただければなと思っている次第である。 

ソフトウエアを入れ替えるという話になると、やはりセキュリティーが本当に大

事である。これまでは、どちらかというとエンタメ分野ならまだ構わないが、コント

ロールに係るソフトウエアとなると、やはり外から入れるのはまずいということで、

結構問題になったわけである。それをソフトウエア・デファインド・ビークルで外か

らソフトウエアを入れ替えてしまうことを考えるわけなので、今まで以上にセキュ

リティーは非常に重要な話になってくると思う。これについても今後十分議論が
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必要と思っている。 

最後になるが、先ほど皆様からも指摘いただいているとおり、国交省、警察庁

と総務省による自動運転インフラ検討会の紹介があったが、お気づきの方もいら

っしゃるかもしれないが、私の名前も構成員の中に入っている。これまでの皆様

の議論の集大成である中間とりまとめ案に基づいて、実現に向けて、微力では

あるが、貢献していければと思っているので、引き続きよろしくお願いしたいとい

うことで、最後の言葉とさせていただく。 

どうもありがとうございました。 

 

【森川座長】 

私からも一言だけコメントさせていただく。本当に皆様に感謝する。様々な御

意見を皆様から頂戴し、ここまでたどり着くことができたと思っている。既に多くの

皆さんから指摘、コメントいただいた点だが、これからが重要である。スタートの

スタートラインには立つことができてはいる、そういった方向感の取りまとめには

なっているが、これからどうしていくのかをしっかりと考えていかなければならな

い。それは頭をひねるしかないと思っているので、今回このような場が総務省に

おいて開催され、また国交省、警察庁、総務省により自動運転インフラ検討会と

いういい場ができたので、これを機に、皆様の指摘のとおり、様々な観点からど

うしていくのかを考えていきながら、進めていくことがとても大切であることを、皆

様の指摘を伺って改めて私も感じた。 

その中で、例えばインフラと車との間の機能分担をどうするのかも含めて考え

ていくことになるのだろうが、そのためにはここにおられる皆様方の御尽力が引

き続きとても大切だと思っている。ぜひ引き続きすばらしい未来に向けての検討

を期待している。ありがとうございます。 

 それでは、皆様、追加で御意見、コメントございましたらお受けしたいと思いま

すが、いかがですか。 

（特段意見等なし） 

よろしいですか。ありがとうございます。 

 それでは、中間取りまとめ（案）につきましては、本日いただいた意見が幾つか

あるので、その反映も含めた修正を行った上で総務省からパブリックコメントをさ
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せていただくことになる。この反映については、皆様よろしければ、私の一任とさ

せていただければと考えているが、よろしいでしょうか。 

（特段意見等なし） 

ありがとうございます。それでは、私一任とさせていただきます。本当に皆様、

様々な御意見いただき、ありがとうございます。 

 

【事務局】 

先生方から、これからが大事というお話もいただいたところだが、今回の主要

なテーマである特定実験試験局の検討をスピーディーに行っていくことが大事だ

と考えているところである。 

他方で、先ほど大崎構成員からもお話があったが、既存無線局に有害な混信

が発生しないようにすることは大前提だと思うので、それを前提としつつも、

５.９GHｚ帯Ｖ２Ｘ通信の実験の加速化と放送事業者様の負担軽減をしっかり実

現していくことが大事と考えているところである。 

また、５.９GHｚ帯の無線局の移行についても、着手を始めているところだが、

こちらも放送事業者様に御協力していただきながら取り組んでいるところである。

こちらは、社会課題として自動運転をしっかり実現していくという観点から、放送

事業者様に事務負担等をかけながら対応いただいているところもあるので、こう

いったところもなるべくスピーディーに皆様で協力して進めていければと考えてい

るところである。 

   

 ３． 閉会 

資料９－４に基づいて事務局から今後の想定スケジュールなどについて説明

が行われた。 

 

以 上 


